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平へ
い
せ
い成

29
年ね

ん

の
資し

産さ
ん

等と
う

報ほ
う
こ
く告

書し
ょ

の
閲え

つ
ら
ん覧

に
つ
い
て

　
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
お
よ
び
市
議
会

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
は
、

筑
紫
野
市
政
治
倫
理
条
例
第
４
条
の
規
定
に

よ
り
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

資
産
等
報
告
書
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
資
産
、
地
位
お
よ
び
肩
書
な
ら
び
に
前

年
１
年
間
の
収
入
、
贈
与
、
も
て
な
し
、

税
な
ど
の
納
付
状
況
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
る

も
の
で
す
。

●
閲
覧
開
始
日　
６
月
１４
日(

水)

●
閲
覧
場
所　
市
役
所
本
庁 

本
館
２
階 

情

報
公
開
室

●
閲
覧
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
～

　
翌
年
１
月
３
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

平へ
い
せ
い成

29
年ね

ん

度ど

児じ

童ど
う

手て

当あ
て

現げ
ん
き
ょ
う況

届と
ど
けを
受う

け
付つ

け
ま
す

●
児
童
手
当
現
況
届
と
は

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
は
、
養
育
し
て
い
る
児
童
の
数
、

所
得
額
、
年
金
の
加
入
状
況
、
住
所
な
ど
を

確
認
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
転
出
な
ど
で
６
月
以
降
受
給
資
格

が
な
く
な
る
場
合
で
も
、
必
ず
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
５
月
中
に
転
出
し
た
場
合
は
、
現

況
届
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人
に
は
、
６
月

上
旬
以
降
に
市
役
所
か
ら
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す
。
市
役
所
か
ら
の
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
後
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類

　
現
況
届
お
よ
び
添
付
書
類
は
、
通
知
書
を

確
認
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法

▽
郵
送
す
る
場
合

　

現
況
届(

添
付
書
類
含
む)

を
子
育
て
支

援
課
あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
市
役
所
に
持
参
す
る
場
合

　
市
役
所
第
３
別
館
１
階
第
15
会
議
室
で
受

け
付
け
ま
す
。

※
受
付
時
間　
９
時
〜
16
時(

土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く)

●
提
出
期
限　
７
月
７
日(

金)

必
着

●
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
818-

8686(

住
所
記
入
不
要)

　
子
育
て
支
援
課 

子
育
て
支
援
担
当

　
確
定
申
告
な
ど
に
よ
る
平
成
28
年
中(

平
成

28
年
１
月
～
12
月)

の
所
得
金
額
の
確
定
に
伴

い
、
平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税(

国

保
税)

を
決
定
し
、
納
税
通
知
書
を
６
月
中

旬
に
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。
国
保
税

額
を
確
認
し
、
各
納
期
限
内
に
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
特
別
徴
収(

年
金
か
ら
の
天
引
き)

に
よ
り

国
保
税
を
納
付
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
特

別
徴
収
賦
課
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬
に

世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

●
国
保
税
の
納
付
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
！

　

住
民
票
上
の
世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
は

な
く
て
も
世
帯
の
中
に
国
保
加
入
者
が
い
れ
ば
、

世
帯
主
が
国
保
税
の
納
付
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課 

国
保
担
当

６
月が

つ

か
ら
平へ

い
せ
い成

29
年ね

ん

度ど

国こ
く
み
ん
け
ん
こ
う

民
健
康
保ほ

険け
ん

税ぜ
い

の
納の

う

付ふ

が
始は

じ

ま
り
ま
す

平成29年度国民健康保険税の改正内容
●所得が少ない世帯に対する国保税(均等割額・平等割額)

の２割・５割軽減対象が拡大されます
　国保税の均等割額・平等割額には、世帯の合計所得や人
数に応じて、2割・５割・７割の軽減があります。
　平成29年度以降の国保税は、以下のとおり軽減判定所得
基準が変更となり、軽減対象世帯が拡大されます。なお、この
軽減に申請は不要です。
平成28年度までの軽減判定基準
２割軽減
適用世帯

[基礎控除額(33万円)＋48万円×(被保険者
数＋特定同一世帯所属者数)]以下の世帯

５割軽減
適用世帯

[基礎控除額(33万円)＋26.5万円×(被保険
者数＋特定同一世帯所属者数)]以下の世帯

平成29年度からの軽減判定基準
２割軽減
適用世帯

[基礎控除額(33万円)＋49万円×(被保険者
数＋特定同一世帯所属者数)]以下の世帯

５割軽減
適用世帯

[基礎控除額(33万円)＋27万円×(被保険者
数＋特定同一世帯所属者数)]以下の世帯

※７割軽減の対象となる基準に変更はありません。
※特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢者医療制度
へ移行した人のことです。
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市 役 所からのお 知らせ

国こ
く
み
ん
け
ん
こ
う

民
健
康
保ほ

険け
ん

・
後こ

う

期き

高こ
う
れ
い齢

者し
ゃ

医い

療り
ょ
う　

は
り
・
き
ゅ
う
の

助じ
ょ

成せ
い

制せ
い

度ど

　
市
で
は
、
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
、一

定
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
「
は
り
・
き
ゅ
う
受

療
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
受
療
方
法

　
市
指
定
の
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
所
で
施
術
を

受
け
る
と
き
に
、
保
険
証
と一緒
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

●
助
成
内
容

　
施
術
１
回
につ
き
次
の
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

①
１
術　
は
り
・
き
ゅ
う
の
い
ず
れ
か
を
受
療

→
６
５
０
円

②
２
術　
は
り
・
き
ゅ
う
の
両
方
を
受
療

　
→
７
７
０
円

※
マッ
サ
ー
ジ
な
ど
は
、
適
用
外
で
す
。

●
助
成
限
度

　
１
日
１
回
、
か
つ
１
カ
月
に
10
回
ま
で(

１

疾
病
に
限
り
ま
す)

●
施
術
の
範
囲

　

神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
頸
腕(

け
い
わ
ん)

症
候
群
、
五
十
肩
、
腰
痛
症
、
頚
椎(

け
い
つ

い)
捻
挫
後
遺
症

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　
本
人
確
認
で
き
る
も
の(

保
険
証
、免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
基
カ
ー
ド
な
ど)

、
印
鑑

●
す
で
に
受
療
証
を
持
っ
て
い
る
人
は

【
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
】

　
受
療
証
の
有
効
期
限
は
平
成
29
年
６
月
30

日
ま
で
と
な
って
い
ま
す
。
７
月
以
降
も
受
療

証
が
必
要
な
場
合
は
、
申
請
に
必
要
な
も
の

を
持
参
し
、
国
保
担
当
窓
口
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
し
い
受
療
証
の
申
請
は

６
月
15
日(

木)

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
保
年
金
課　

国
保
担
当(

市
役
所
本
庁

６
番
窓
口)

【
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
】

　
受
療
証
の
有
効
期
限
は
平
成
29
年
６
月
30

日
ま
で
と
な
って
い
ま
す
。
７
月
以
降
も
使
用

で
き
る
新
し
い
受
療
証(

有
効
期
限
平
成
30
年

６
月
30
日)

は
、
昨
年
１
年
間
に
受
療
証
を

使
用
し
た
人
に
送
付
し
ま
す
。
１
年
間
受
療

証
を
使
用
し
な
か
っ
た
人
は
送
付
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
利
用
の
際
は
申
請
に
必
要
な
も
の
を
持

参
し
、
医
療
年
金
担
当
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課　

医
療
年
金
担
当(

市
役
所

本
庁
５
番
窓
口)

　
市
で
は
、公
共
施
設
等(

建
物
お
よ
び
道
路・

橋
梁
・
上
下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
資
産)

の
老

朽
化
や
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ

と
に
加
え
、
将
来
的
に
は
人
口
減
少
等
に
よ

り
公
共
施
設
等
の
利
用
需
要
が
変
化
し
て
い

く
こ
と
を
踏
ま
え
、
長
期
的
な
視
点
を
もって
、

持
続
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
今
後
の
公
共
施
設
等
の
管
理
に
つ
い
て
方

針
を
定
め
た
「
筑
紫
野
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

●
計
画
目
標

①
計
画
的
・
効
率
的
な
長
寿
命
化
の
推
進

　
公
共
施
設
等
の
長
寿
命
化
を
図
り
な
が
ら
、

耐
用
年
数
を
延
ば
し
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。

②
公
共
建
築
物(

建
物)

の
総
量
、
配
置
の

適
正
化
の
検
討

　
老
朽
化
が
進
み
大
規
模
改
修
や
更
新
が
必

要
と
な
る
施
設
は
、
減
築
や
統
合
・
廃
止
、

周
辺
施
設
と
の
集
約
化
を
含
め
た
更
新
の
検

討
を
行
い
ま
す
。

※�

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
40
年
と
い
う
長
期
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
長
寿
命
化
と
コ

ス
ト
縮
減
お
よ
び
施
設
情
報
の
集
積
を
重

点
的
に
取
り
組
み
、
費
用
の
平
準
化
に
努

め
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
管
財
課

●計画の対象施設
(1)公共建築物（建物）　公共建築物(建物)は、延床面積が
50㎡以上の施設(棟)を計画対象とします。

（2）インフラ資産　インフラ資産は、道路、橋梁、上水道、下
水道、公園を計画対象とします。

「
筑ち

く

紫し

野の

市し

公こ
う

共き
ょ
う

施し

設せ
つ

等と
う

総そ
う
ご
う合
管か

ん

理り

計け
い
か
く画
」
を
策さ

く
て
い定
し
ま
し
た

施設分類 施設数 棟数 延床⾯積（㎡）
公共建築物（建物） 145 388 213,773

1 施設の⻑寿命化
2 施設の適正配置
3 維持管理・運営の効率化

1 都市基盤の安全性の向上
2 資産情報の適切な活⽤
3 コスト縮減に向けた維持管理の推進

施設分類 内訳
道路 493,496m
橋梁 270橋

上水道 431,133m
下水道 395,926m
公園 193箇所

●基本方針
　以下の３つを今後の基本方針として取り
組んでいきます。

インフラ資産

公共建築物（建物）
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市 役 所からのお 知らせ

第
 32
回
筑ち

く

紫し

野の

市し

民み
ん

水す
い
え
い泳

大た
い
か
い会

出し
ゅ
つ
じ
ょ
う場

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

●
日
時　
７
月
２
日(

日)

、
14
時
開
会(

13

時
受
付
開
始)

●
会
場　
二
日
市
中
学
校
プ
ー
ル

●
対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
人

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
６
月
16
日(

金)

、
17
時
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当(

生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
内)

▽
☎(

９
２
５)

４
８
０
２

▽

(

９
２
３)

０
４
１
６

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
教
育
・
人
権
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
→
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
申
し
込
み

●
実
施
内
容

▽
１
人
２
種
目
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー
可(

リ
レ
ー
は

含
ま
な
い)

▽
リ
レ
ー
は
当
日
申
し
込
み
で
す
。

▽
下
線
は
県
民
体
育
大
会
競
技
種
目
で
す
。

《
年
齢
区
分
》

「
小
学
生
」
→
小
学
校
１
～
６
年
生
、「
学
生
」

→
中
学
生
・
高
校
生
、「
㆒
般
」
→
18
歳
以

上
「
Ｂ
」
→
小
学
校
４
年
生
以
下
、「
Ｃ
」

→
小
学
校
５・６
年
生
、「
Ｄ
」
→
中
学
生
、

「
Ｅ
」
→
高
校
生
お
よ
び
平
成
11
年
４
月
２
日

〜
平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

６
月が

つ

11
日に

ち(

日に
ち)

は
「
ご
み
ゼ

ロ
運う

ん
ど
う動

」
の
日ひ

で
す

　
ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
、
道
路
上
な
ど
に
散
乱

し
て
い
る
空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
、
紙
く
ず
な

ど
を
収
集
す
る
運
動
で
す
。

●
収
集
し
な
い
も
の

▽
家
庭
か
ら
の
ご
み

▽�
家
電
４
品
目(

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア

コ
ン
、
洗
濯
機
な
ど)

▽
粗
大
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄
物

▽
放
置
自
転
車

●
ご
み
の
処
理

▽
可
燃
物(

地
域
清
掃
用
可
燃
物
用
指
定

袋)▽
缶(

缶
用
指
定
袋)

▽
ビ
ン(

ビ
ン
用
指
定
袋)

▽
不
燃
物(

不
燃
物
用
指
定
袋)

に
分
別
し
、
各
行
政
区
で
決
め
ら
れ
た
ご
み

ゼ
ロ
運
動
時
の
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
指
定
袋
の
配
付　
各
行
政
区
の
環
境
衛
生

推
進
員
に
配
付
し
ま
す
。

※�

集
積
場
所
が
不
明
な
場
合
や
、
指
定
袋
が

不
足
す
る
場
合
は
、
各
行
政
区
の
環
境
衛

生
推
進
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
実
施
日
の
異
な
る
行
政
区
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

第
61
回　
介か

い

護ご

者し
ゃ

の
つ
ど
い

「
認に

ん

知ち

症し
ょ
うの

人ひ
と

の
心こ

こ
ろ

を
感か

ん

じ
て
」

　

認
知
症
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
、
映

像
を
観
覧
後
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
７
月
11
日(

火)

、
13
時
30
分
～

15
時
30
分
※
申
込
不
要

●
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚

室●
参
加
費　
無
料

※�

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
者
支
援
課

種目 25m 50m 100m

板キック 小学生 ー ー

自由形

小学生
一般

B・C・D・E
18～29歳
30～39歳
40歳以上

学生
平泳ぎ

背泳ぎ

バタフライ

リレー 小学校対抗（25ｍ×４）、一般男・女（50ｍ×４）

福
岡
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
に
つ
い
て

重
要
な
お
知
ら
せ

　
本
大
会
は
年
齢
区
分
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ

の
み
福
岡
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
の
選

考
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
年
齢
区
分
に

該
当
し
、
か
つ
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会

に
出
場
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
出
場
し
て

く
だ
さ
い
。(

大
会
当
日
、
別
の
大
会
に
出

場
す
る
場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い)

　
こ
の
年
齢
区
分
以
外
の
人(

18
歳
以
上)

は
、市
民
で
あ
れ
ば
誰
で
も
出
場
で
き
ま
す
。

　
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
の
申
し
込
み

は
、
市
民
水
泳
大
会
当
日
に
受
け
付
け
て

い
ま
す
。(

事
前
申
し
込
み
可)
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ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝ほ

う
ま
ん満　
リ
ユ
ー

ス
家か

ぐ具
の
即そ

く
ば
い
か
い

売
会

　
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
に
持
ち
込
ま
れ
た
家

具
類
で
、
再
利
用
で
き
る
よ
う
に
修
理
し
た

も
の
を
展
示
・
販
売
し
ま
す
。

●
購
入
対
象
者　
筑
紫
野
市
、
小
郡
市
、
基

山
町
の
い
ず
れ
か
に
住
ん
で
い
る
人

●
販
売
品
目　
家
具
類
・
約
1
0
0
点

※
１
人
に
つ
き
２
点
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

●
販
売
日
時　
６
月
21
日(

水)

、
９
時
～

16
時(

12
時
～
13
時
は
昼
休
み)

●
販
売
価
格　
１
点
2
0
0
0
円
以
内

●
購
入
方
法

①�

希
望
の
品
の
値
札
を
取
り
、
ク
リ
ー
ン
ヒ

ル
宝
満
管
理
棟
で
申
込
書
を
受
け
取
り
、

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

代
金
を
支
払
い
、
そ
の
場
で
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

※�

配
送
は
し
ま
せ
ん
。
当
日
持
ち
帰
り
が
で

き
な
い
場
合
は
、
６
月
30
日
ま
で
に
引
き

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。(

土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
休
み)

※�

一
部
の
リ
ユ
ー
ス
家
具
の
写
真
を
ク
リ
ー

ン
ヒ
ル
宝
満
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
６
月
１

日
か
ら
掲
載
予
定
で
す
。
現
地
で
の
下
見

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
販
売
会
場
・
販
売
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満(

市
内
大
字
原
田

1
3
8
9)

▽
☎(

９
２
６)

５
３
０
０

▽

http://houm
an.sakura.ne.jp

●
そ
の
他
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

家か

電で
ん

４
品ひ

ん

目も
く

の
リ
サ
イ
ク
ル
手て

続つ
づ

き
が
便べ

ん

利り

に
な
り
ま
し
た

　

家
電
４
品
目(

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷

蔵
庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機)

は
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
き
は
、
そ
の
家
電
を

買
っ
た
店
や
買
い
換
え
る
店
に
引
取
っ
て
も

ら
い
ま
す
が
、
引
き
取
り
先
が
な
い
場
合
は
、

郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
し
、

筑
紫
野
市
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
に
指
定
引
取
場
所
ま
で
の
収
集
運
搬
を
依

頼
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。(

直
接
持
ち
込

み
も
で
き
ま
す)

　
こ
の
た
び
、
許
可
業
者
に
収
集
運
搬
を
依

頼
す
る
際
、
同
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
正
し
い
処
理
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
資
源
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

※�

収
集
運
搬
に
は
、
別
途
運
搬
料
が
か
か
り

ま
す
。

●�

筑
紫
野
市
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者

▽�

有
限
会
社
筑
紫
美
掃

　
☎(

９
２
５)

６
２
１
８

▽�

ク
リ
ー
ン
筑
紫
野
有
限
会
社

　
☎(

９
２
０)

８
４
５
５

▽�

協
業
組
合
筑
紫
野
市
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
筑

紫
野
資
源
セ
ン
タ
ー
☎(

９
２
３)

６
５
６
５

●
最
寄
り
の
指
定
引
取
場
所　
九
州
メ
タ
ル

産
業
株
式
会
社
鳥
栖
営
業
所
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー(

佐
賀
県
鳥
栖
市
永
吉
町
字
土
取

５
７
３
－
１)

●
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

ち
く
し
の
福ふ

く

祉し

村む
ら　
第だ

い

１
回か

い

公こ
う
か
い
こ
う

開
講
座ざ

　
市
民
の
だ
れ
も
が
、
人
権
と
個
性
を
尊
重

し
て
お
互
い
を
支
え
あ
い
、
本
市
に
住
む
全
て

の
人
々
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、「
ち
く
し
の
福
祉
村
」

の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
で
、

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
手
話

通
訳
も
あ
り
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時　
６
月
17
日(

土)

、
13
時
30
分
～

15
時
30
分

●
場
所　
カ
ミ
ー
リ
ヤ
視
聴
覚
室

●
テ
ー
マ　
「
あ
な
た
の
地
域
で
助
け
合
い

は
？
」
～
ど
う
す
る
の
？ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
～

●
講
師　
山
﨑 

安
則
さ
ん(

筑
紫
女
学
園
大

学
教
授)

●
託
児(

定
員
20
人)　
託
児
を
希
望
す
る
場

合
は
、
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
託
児
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当

「
健け

ん
こ
う
そ
く
て
い
か
い

康
測
定
会
」
を
開か

い
さ
い催
し
ま
す

　
夏
前
に
身
体
を
引
き
締
め
た
い
人
、
気
に

な
る
体
脂
肪
・
筋
肉
量
を
測
定
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

今
回
は
骨
密
度
測
定
も
で
き
ま
す
。

(

要
申
し
込
み
︶

●
日
時　

６
月
30
日(

金
︶、
９
時
30
分
～

15
時
、
１
人
60
分
程
度

●
内
容

①�

測
定
項
目　

体
成
分
測
定(

筋
肉
量
、
脂

肪
量
な
ど
︶、
骨
密
度
、
全
身
持
久
力
・

握
力
、
柔
軟
性
、
バ
ラ
ン
ス
測
定
、
ロ
コ

モ
度
チ
ェ
ッ
ク
・
姿
勢
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

②
結
果
説
明

③
運
動
メ
ニ
ュ
ー
体
験

★
結
果
説
明
と
運
動
メ
ニ
ュ
ー
体
験
は
別
日

に
実
施
。測
定
日
に
予
約
確
認
を
し
ま
す
。

●
対
象　
20
歳
以
上
の
人

●
料
金　
５
０
０
円

●
定
員　
先
着
50
人　
※
20
分
間
隔
で
の
予

約
制
で
各
４
人
ず
つ

●
持
参
す
る
も
の　
運
動
し
や
す
い
服
装
、

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
申
込
期
間　
６
月
６
日(

火
︶、
９
時
～

※
毎
週
月
曜
は
お
休
み
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
健
康
測
定
室(

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内
︶

☎(

９
２
０
︶
８
０
７
０
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市
内
に
は
、
８
人
の
方
が
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住

民
の
人
権
を
守
る
た
め
、
人
権
相
談
を
は
じ

め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

▽�

筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議
会(

福
岡
法
務

局
筑
紫
支
局
内)

☎(

９
２
２)

２
８
８
１

▽
市
人
権
政
策
課　
☎(

９
２
３)

１
１
１
１

「
健け

ん
こ
う
こ
う

康
講
座ざ

」
を
開か

い
さ
い催

し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
の
た
め
、
市

内
の
病
院
と
連
携
し
て
健
康
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
病
気
に
対
す
る
知
識
と
予
防
・
健
康

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。(

参

加
費
無
料
・
事
前
申
込
不
要)

●
開
催
日
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
６
月
８
日(

木)

「
認
知
症
を
予
防
し
よ
う
〜

予
防
体
操
編
〜
」
末
次 

富
子
さ
ん(

認
知
症
ケ

ア
専
門
士)

※
予
防
体
操
が
体
験
で
き
ま
す

▽
７
月
13
日(

木)

「
健
康
診
断
へ
行
こ
う
！
」

松
元 

真
理
さ
ん(

健
診
セ
ン
タ
ー
医
師)

●
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
学
習
室
６

●
時
間　
15
時
～
16
時(

１
時
間
程
度)

●
定
員　
60
人

●
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推
進
課(

カ
ミ
ー

リ
ヤ
内)

☎(

９
２
０)

８
６
１
１

６
月が

つ

１
日に

ち

は
人じ

ん
け
ん権
擁よ

う

護ご

委い

員い
ん

の
日ひ

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭
和
24
年
６

月
１
日
）
を
記
念
し
て
、
昭
和
57
年
度
か
ら

毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

「
全
国
一
斉
『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
特
設

人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

　
あ
な
た
の
悩
み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時　
６
月
１
日
（
木
）
10
時
～
15
時

●
場
所　
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

学
習
室
１・２
（
２
階
）

私
た
ち
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し

ま
す

　

 

開
始

周
年

筑
紫
野
市

水
道
事
業

60

　
市
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
32
年
に
事
業
認
可
さ
れ
、
昭
和
35
年

か
ら
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
給
水
開
始
当
時
、
平
等
寺
地
区
の
山
中
川
に
建
設
し
た
水
呑
ダ

ム(

有
効
貯
水
量
8
万
5
千
㎥)

を
水
源
と
す
る
水
は
、
山
口
第

一
浄
水
場
で
浄
化
さ
れ
た
後
、
二
日
市
地
区
の
市
街
地
お
よ
び
針

摺
・
石
崎
地
区
の
住
宅
地
へ
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 　
当
初
の
計
画
給
水
人
口(

水
道
か
ら
給
水
を
受
け
る
人
口)

は
、

１
万
5
千
人
で
、
計
画
１
日
最
大
給
水
量(

年
間
で
最
も
多
く
給

水
す
る
日
の
水
量)

は
３
千
㎥
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
水
需
要
の

増
加
や
給
水
区
域
の
拡
張
に
対
応
す
る
た
め
に
、
計
６
回
の
事

業
変
更
認
可
に
よ
る
施
設
整
備
を
行
い
、
現
在
は
、
計
画
給
水

人
口
10
万
5
千
6
百
人
、

計
画
1
日
最
大
給
水
量

３
万
4
千
7
百
㎥
で
、
事

業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
普
及
率

は
83.

９
％
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
安

全
で
安
心
な
水
を
供
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
料
金
総
務
課(

上
下
水
道
庁
舎
内)

☎(

９
２
３)

７
１
１
３

記
念
コ
ラ
ム
「
水す

い
ど
う道
の
あ
ゆ
み
」

創設時の水呑ダム

氏　
名

住　
所

大おお野の　
徳のり
子こ

筑　
紫

木き
村むら　
律りつ
子こ

諸　
田

寺てら田だ　
恵けい
子こ

武　
蔵

成なり
と
み
冨　
清せい
治じ

桜　
台

西にし
か
わ

川　
和かず
よ
し義

針
摺
東

野の
﨑さき　
文ふみ
子こ

原　
田

森もり　
　
哲てつ
男お

阿
志
岐

森もり
や
ま

山　
秀ひで
あ
き明

石　
崎
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お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
“
骨
”

そ
の
だ  

ひ
さ
こ

　
こ
の
２
月
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん(

義

母)

が
突
然
倒
れ
、
心
肺
停
止
の

ま
ま
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
１
月

に
98
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
、
山

と
川
と
田
ん
ぼ
と
茶
畑
、
そ
ん
な

鹿
児
島
の
田
舎
で
十
数
年
一
人
で

暮
ら
し
て
き
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

  

こ
の
地
で
も
過
疎
は
ど
ん
ど
ん

進
み
、
田
舎
に
は
高
齢
者
所
帯
が

増
え
て
い
る
。
お
隣
の
お
ば
ち
ゃ

ん
が
毎
朝
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
家
の

カ
ー
テ
ン
が
開
い
て
い
る
か
ど
う

か
を
十
数
年
見
て
、
そ
の
安
否
を

確
認
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
。
何

か
あ
れ
ば
す
ぐ
博
多
の
私
た
ち
に

連
絡
を
下
さ
っ
た
。
そ
の
日
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
数
日
分
の
み
そ
汁

を
つ
く
り
、
朝
食
を
食
べ
、
そ
の

ま
ま
コ
タ
ツ
に
倒
れ
て
い
た
と
の

こ
と
。
お
ば
ち
ゃ
ん
が
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
た
。
孤
独

死
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
に
心
寒
く
痛

ん
で
し
ま
う
昨
今
、
何
と
い
う
あ

り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
の
だ
ろ

う
！ 

葬
儀
も
子
ど
も
や
孫
た
ち

と
ご
近
所
の
方
の
顔
が
お
で
、
無

事
す
ま
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
ん

な
さ
さ
や
か
で
温
か
い
雰
囲
気
の

な
か
、
気
づ
く
と
３
歳
の
孫
も
小

さ
な
手
を
合
わ
せ
合
掌
し
て
い
た
。

　
祖
父
母
は
朝
鮮
か
ら
の
引
き
揚

げ
者
で
あ
る
。
朝
鮮
で
結
婚
し
、

３
人
の
子
ど
も
を
産
み
長
男
が
４

歳
の
時
に
敗
戦
を
む
か
え
て
い

る
。
当
時
日
本
の
植
民
地
下
に

あ
っ
た
満
州
や
朝
鮮
半
島
の
日
本

人
・
引
き
揚
げ
者
の
８
月
16
日
以

降
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
苦
労
や
惨
劇

の
事
実
。
幼
子
を
後
ろ
と
前
に
お

ん
ぶ
に
抱
っ
こ
し
て
す
べ
て
を
捨

て
、
身
一
つ
で
命
か
ら
が
ら
親
子

５
人
で
日
本
に
た
ど
り
着
い
た
と

い
う
。
戦
後
わ
ず
か
な
農
業
の
か

た
わ
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
和
裁

の
内
職
を
数
十
年
し
な
が
ら
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
を
助
け
つ
づ
け
た
。

和
裁
の
腕
は
す
ば
ら
し
く
、
娘
の

成
人
式
の
総
絞
り
の
和
服
も
帯
も

す
べ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
縫
い

で
あ
る
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
最
期
の
お
顔

は
本
当
に
き
れ
い
だ
っ
た
。
戦
中

戦
後
の
大
変
な
ご
苦
労
の
な
か
で

が
ん
も
ク
リ
ア
ー
。
98
歳
ま
で
施

設
に
入
る
こ
と
も
拒
み
、
は
い
な

が
ら
で
も
自
力
で
生
活
し
て
き
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
闘
病
生
活
で
苦

し
む
こ
と
の
な
か
っ
た
穏
や
か
な

お
顔
。

　

出
棺
！ 

最
期
の
点
火
の
ボ
タ

ン
！ 

や
が
て
ほ
ろ
ほ
ろ
に
な
っ

た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
熱
い
熱
い
骨

が
運
ば
れ
て
き
た
。
壺
へ
の
納
骨

の
要
領
を
丁
寧
に
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
火
葬
場
の
職
員
の
方
。
骨

を
選
り
わ
け
な
が
ら「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
お
骨
は
す
ば
ら
し
い
！
」「
近

年
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
い
お
骨

だ
！
」と
。「
こ
の
お
年
で
大
腿(

だ

い
た
い)

骨
の
骨
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
の
は
自
分
の
脚
で
最
期
ま

で
歩
い
て
い
た
か
ら
」「
顎
の
骨

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
は
自
分

で
自
然
の
物
を
料
理
し
て
よ
く
か

ん
で
食
べ
て
い
た
か
ら
」
と
次
々

に
。「
今
の
時
代
の
即
席
の
物
ば

か
り
を
食
べ
た
り
し
て
な
い
骨
だ
」

と
。
た
だ
の
一
度
も
会
っ
た
こ
と

も
な
く
、
見
た
こ
と
も
な
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
骨
だ
け
を
見

て
人
生
を
言
い
あ
て
る
そ
の
見
識

の
深
さ
に
感
動
。
そ
れ
は
お
骨
ば

か
り
を
見
続
け
て
き
た“
プ
ロ
”の

人
間
へ
の
愛
し
さ
の
よ
う
に
思
え
、

心
あ
た
た
ま
っ
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
政
策
課 

人
権
・
同
和
教
育
担
当

「
第
59
回
水す

い
ど
う道

週し
ゅ
う
か
ん間

」
始は

じ

ま
る

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
あ
た
り
ま
え　
そ
ん
な
み
ず
こ
そ

た
か
ら
も
の

　

水
道
は
、
今
や
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
利
用

で
き
る
ま
で
に
普
及
し
て
お
り
、
健
康
で
文

化
的
な
国
民
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済

活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施

設
と
な
って
い
ま
す
。
㆒
方
、
総
人
口
が
減
少

に
転
じ
、収
益
は
減
少
し
、水
道
事
業
の
運
営
、

経
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
、
そ
の
反
面

老
朽
化
し
つ
つ
あ
る
施
設
の
更
新
・
再
構
築
、

地
震
等
の
災
害
対
策
の
推
進
、
安
全
・
快
適

な
水
の
供
給
の
確
保
な
ど
、
水
道
に
求
め
ら

れ
る
水
準
は
㆒
層
高
ま
って
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、国
民
に
対
し
て
、

水
道
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

今
後
の
水
道
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
協
力
を
得

る
た
め
「
水
道
週
間
」
を
設
け
、
広
報
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
料
金
総
務
課
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